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1
高度な応急処置で救命率を高めます

高規格救急車を配置

災
害
や
事
故
な
ど
に
よ
る
傷
病
者
の
救
急
救
命
率

を
高
め
る
た
め
、
中
央
消
防
署
に
「
高
規
格
救
急
車
」

が
配
置
さ
れ
、
昨
年
1
2月
か
ら
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
救
急
車
は
、
従
来
の
も
の
よ
り
も
一
回
り
大

き
く
、
最
新
式
の
高
度
な
救
命
処
置
機
材
を
た
く
さ

ん
搭
載
し
て
い
ま
す
。

高
規
格
救
急
車
に
は
、
「
救
急
救
命
士
」
が
同
乗
し
、

重
症
患
者
に
対
し
て
は
電
話
で
医
師
の
指
示
を
受
け

な
が
ら
、
点
滴
や
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
心
臓
へ

の

処
置
な
ど
、
傷
病
者
に
応
じ
た
適
切
な
応
急
処
置
を

行
い
ま
す
(
2
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
)
。

救
急
救
命
士
も
誕
生

こんな応急処置も新しくできるようになりました。

自動車電話自動車電話により医師から指

示を受け、適切な応急処置を行

います。

半自動式除細動器心臓が止まってしまった傷病

者に電気ショックを与えて、心

臓の鼓動を回復させます。

食堂閉鎖式エアウェイ

気道を確保することにより、心肺をそ生

させます。

点滴・輸液ポンプ傷病者の血管に針を刺し、薬

剤を投与します。ポンプにより

薬剤の量を調節します。

わたしの夢

高 橋 卓 くん( 柿ノ木台小学校4 年)

ぼくの夢は、大工さんになることです。そ

れは以前に、いらない材木をもらいにいった

とき、大工さんたちが楽しそうに働いていた

からです。大工さんになったら、迷路のよう

に部屋がたくさんある家を建てたいです。
親方と一緒に大きな家を建てる卓くん

役所所の土曜閉庁市役所は一部の施設を除き
、毎週土曜日閉庁します。



より早く、より適切な処置を
“安心して暮らせる街" がモットーです

高
規
格
救
急
車

傷
病
者
に
や
さ
し
い
装
備
を
充
実

消
防
局
で
は
、
高
度
な
救
命

処
置
機
材
を
備
え
た
高
規
格
救

急
車
を
配
置
し
ま
し
た
。
県
内

で
は
四
番
目
の
導
入
に
な
り
、

今
後
傷
病
者
の
救
命
率
が
向
上

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
救
急
車
は
、
普
通
の
も

の
よ
り
も
長
さ
、
幅
、
高
さ
が

三
十
～
四
十
㌢
ほ
ど
大
き
く
、

広
い
車
内
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

傷
病
者
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る

よ
う
に
、
走
行
中
の
揺
れ
は
エ

ア
ー
・
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
よ

り
吸
収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
車

内
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
架
台
(
傷

病
者
の
横
た
わ
る
と
こ
ろ
)
は

高
さ
、
角
度
、
位
置
が
自
由
に

調
節
で
き
る
の
で
、
救
急
隊
員

は
傷
病
者
の
状
態
に
応
じ
た
、

よ
り
適
切
な
応
急
処
置
が
と
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

救
急
救
命
士

医
療
の
空
白
時
間
を
縮
め
ま
す

高
規
格
救
急
車
の
装
備
を
フ

ル
に
活
用
し
、
高
度
な
応
急
処

置
を
担
当
す
る
の
が
「
救
急
救

命
士

」

で

す

。

松

戸

市
で

は

昨

年
1
9一
月

、

消

防

関
係
で

初

め
て

、
県

内
で

も

三

人

目

の

救

急

救

命
士

が

誕
生

し

、
活

動
し

て

い

ま

す

。

救

命

士

は

、
医

師
の

指
示

を

受

け

、

電

気

シ

ョ
ッ

ク

に
よ

る

心

臓
へ

の

処

置

、
点

滴

、

心
肺

そ

生

の

た

め

の

気

道

確

保

な

ど

、

一

歩

進
ん

だ

応

急

処
置

を

行

い

ま

す

。

救

命

士

を

含
ん

だ

特

別
救

急

隊

は
四

人

編

成
で

、

現

在
市

内

全

域

を

カ

バ

ー
し

て

い

ま

す

が

、

今

後
五

年
間
で

三

台
の

高

規

格

救

急

車
を

配

置

し

、
よ

り

一

層

救

急

態
勢

を

充

実
さ

せ
て

い

く

方

針
で

す

。

主 要 装 備 品

(1)半自動式除細動器( 心臓

に電気的刺激を与える)

(2 輸液ポンプ( 点滴の補助

装置)

3気道確保用資機材(気道

に空気を送る食道閉鎖式

エアウエイなど)

4心電図モニター

5自動式心肺そ生装置

6ショックパンツ(血液循

環を調節する)

(7)ベンチレーター( 人工呼

吸器)

8自動車電話・ファクス

特別救急隊の皆さん( 中央消防署・第1 中隊)

命を救うために

・・・(写真右)ショックパンツ…空

気圧を利用して、人体の血液循

環を調節します。

・・S(左)ペンチレーダー…人間に

代わって、人工呼吸を行います。

▼(下)自動式心肺そ生装置…心

臓マッサージを自動的に行い、

㈲肺機能をそ生させます。

1 歩踏み込んだ

救命処置が可能に

救
急
救
命
士

消
防
局
救
急
防
災
課

斉
藤
光
雄

救
命
士
と
し
て
、
気
道
確
保
や
心

臓
へ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
よ
り

適
切
な
応
急
処
置
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

高
規
格
救
急
車
の
機
能
も
フ
ル
に

生
か
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
う
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

児
童

手
当
2

月

期
分

を
支

給

2
月
期
分
(
1
0月
~
1

月
分
)

を
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
2

月
1
0日
困
以

降
に
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い

。

対
象
①
現
況
届

を
期
間
内
に

提
出
し
、
引
き

続

き
受
給
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
人

②
平
成
4

年
6
月
以

降
、
新
規
に
認
定
さ
れ
た
人

現
況
届
未
提
出
の
人
は
至
急

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

児

童
手

当

・
該
当

す

る
人

は

申

請
を

一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

要
件
①
平
成

3
年
1
月
2

日
以

降
に
生
ま
れ

た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ

と

②
保
護
者
の
前
々
年
の
収
入
が

一
定
額
未
満
で

あ
る
こ

と

支

給
額
月
額
五
千
円

寮
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
。

援
護
課
・
市
民

課
・
各
支
所
で

援
護
課
援
護
係

八
ヶ

崎
地
区

の

一
部

の
町

名

地
番

が
変

わ
り

ま
し

た

1
月
2
3日
か
ら
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。

ハ
ケ
崎
の
一
部

変

更

地

区

八
ヶ
崎
二
・
四
丁
目

新
町
名

黯
総
務
部
庶
務
課
町
名
整
備
係

償

却
資

産
の

申
告

は
お

済
み

で
し

ょ

う
か

償
却
資
産
の

申
告
期
限
が
過

ぎ
ま
し
た
。
ま
だ
申
告
し
て
い

な
い
人
(

個
人
・
法
人
)

は
、

至

急
申
告
し
て

く
だ
さ
い

。

憇
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係

電
話

の
移

転
手

続
き

は

お
早

め
に3
月
・
4
月
は
、
電
話
の
工

事
が
大
変
込
み
合
い

ま
す
。

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、

早
め
に
局
番
な
し
の
1
1
6
番
へ

固
N
T
T

松

戸

支
店

一
1
1
6
番

(
通
話
無
料
)

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が

更

新

さ

れ

ま

す

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
国
民
健
康
保
険
退
職

被

保

険

者

証
は

、
3

月
3
1
日
ぶ

が

有

効

期

限
で

す

。

該

当

す

る
世

帯

に

は

新
し

い

被
保
険
者
証
を
3
月
初
旬
に
郵

送
し
ま
す
が
、
自
宅
以
外
に
郵

送
を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て

く

だ

さ
い

。

※
古
い
被
保
険
者
証
は
、
国
民

健
康
保
険
課
ま
た
は
、
市
民

課
、
支
所
の
窓
口
に
返
却
し

て

く

だ

さ

い

。

憇
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付

係し
尿
く
み
取
り
の
届
け
出
は

お

忘

れ

な

く

新
規
…
転
入
な
ど
に
よ
り
新

規
の
く
み
取
り
や
、
工
事
現
場

な
ど
の
仮
設
ト
イ
レ
で
く
み
取

り

を

始

め

る

場
合

変

更
・
:
市

内
転

居

、

世

帯
人

員
の
増
減
(
出
生
・
死
亡
・
転

出
な
ど
)
や
串
請
名
義
人
の
変

更

な

ど

取

り

消
し
・
・・
転

入

、
下

水

道
・

し
尿
浄
化
槽
の
切
り
替
え
な
ど

こ
れ
ら
の
届
け
出
は
、
住
民

登

録
の

届

け

出

と
は

別

に

か

り
ま

す

。

匣
清
掃
第
二
課
、
市
民
課
、
各

支

所

ヘ

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

な

ど

が

休

業

定
期
整
備
に
よ
り
、
次
の
施

設

が
休

業

し

ま
す

。

ワ

リ

ー

ン
セ

ン

タ
ー

内

温

水

プ
ー
ル
2
月
2
0
日
出
~
3
月
9

日

㈹

六

実

高

柳

老

人

福

祉
セ

ン

タ
ー

内

の

ふ

ろ
2

月
2
0
日
出

~
3

月
5

日

金

熈

ク
V

‐
ン

セ

ン

タ

ー

内
温

水

プ

ー
ル

容
8
5
-
7
1
0
0

番
、

六

実

高

柳
老

人

福

祉

セ
ン

タ

ー

昔
8
6
-
3
4
7
8

番



火
災
は
一
年
で
百
七
十
八
件
発
生

平
成
3
年
消
防
活
動
の
概
況

火災
2 日に1 件

火災が発生

平
成
4

年
の
一

年
間
に
市
内

で

発
生
し
た
火
災
は
百
七
十
八

件
で
、
前
年
に
比
ベ
一
件
(
〇
・

六
%
)

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
二
日
に

一
件
の

割
合
で

火
災
が
発
生
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ

れ
を
種
別
ご
と
に
見
て
み

る
と
、「
建
物
火

災
」
が
百
二
十

三
件
(
六
九
・
一
%
)

で

、
最

も

高
い

比
率

を
占

め
て
い

ま

す
。
こ
の
う
ち
、
住
居
か
ら
の

出
火
は
七
十
九
件
で

、
建
物
火

災
全
体
の
六
四
・
二
%

を
占
め

て
い
ま

す
。

次
い
で
「
車
両

火
災
」
が
二

十
五

件
(
一
四
・
〇
%
)
、
枯
れ

草
や

ご
み
な
ど
が
燃
え
た
「
そ

の
他
の
火
災
」
が
三
十
件
（
一

六
・
九
%
)

と
な
っ
て
い
ま
す

(
表
1
）
。

火
災
に
よ
る
死

傷
者
は
三
十

二
人
(

う
ち
死
者
六
人
)
で

、

前
年
よ
り
二
人
減
少
し
ま
し
た

が
、
死
者
に
つ
い
て
は
二
人
増

加
し
て
い
ま
す
。
放
火
自
殺
を

除
く
と
死
者
は
四
人
で

、
内
訳

は
住
居
火
災
で
逃
げ
遅
れ
た
人

が
二
人

、
車
両
火
災
で
亡
く
な

っ
た
人
が
二
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

火
の
不
始
末
や
不
注
意
が

出
火
の
原
因
の
上
位
に

出
火
原
因
は
、
不
注
意
、
不

始
末
に
よ
る
も
の
が
百
十
四
件

で
、
全
火
災
の
六
四
・
〇
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
件
数
を
出
火
原
因
別
に

見
ま

す

と

、
最

も

多
い

の

は
「

放

火
」

に

よ

る

も
の

で

二

十

六

件

(
一

四
・
六
%
)

、
次

い
で

「
こ

ん
ろ
」
が
二
十
三
件
(
一
二
・

九
%
)

、
以
下

「

放
火

の

疑
い

」

十
九

件
(

一
〇

・
七
%
)

、
「
た

ば
こ

」
十

八

件
(

一
〇
・
一
%
)

。

「
た

き

火
」
十
四

件
(
七
・
九
%
)

の

順

と
な

っ
て

い
ま

す
(
表
2
)

火

災
予

防
七

つ
の

合
言

葉

①
て

ん
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

。

②
家
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

③
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
。

④
子
供
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

⑤
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し

な
い

。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
に
注
意
す
る
。

⑦
ス
ト

ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の

を
近
付
け
な
い

。

救
急

救
急
車
は
5
3分

に
1
回
出
場

平

成
4

年
の

救

急

車
の

出

場

件

数

は

九

千

九

百

八

十

九

件

で

、
医

療
機

関

へ

搬

送
さ

れ

た

人

は

九
千

五

百

八

人
と

な

っ
て

い

ま

す
。
前

年
と

比

較

す

る
と

、

出

場

件

数

で

二

百

六

十

七

件

(
二

・
六
%
)

減

少

、

搬
送

人

員

で

三

百

六

十

四

人
(

三

・

六
%
)

減
少

し
て

い

ま
す

。

こ

れ
は

、

一

日
平

均

二

七

・

四

件

・
(前

年

は

二
八

・

一

件
)
、

約

五

十
三

分

に

一

回
(

前

年

は

約

五

十
一

分

に

一

回
)

の

割

合

で

救

急

車
が

出

場
し

、
市

民

の

約
四
十
八
入
に
一
人
(
前
年
は

約
四
十
六
人
に
一
人
)
が
搬
送

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

原
因
別
に
見
る
と
、
一
番
多

い
の

が
「
急
病
」
で
五
千
二
百

二
十
四
件
(
五
二
・
三
%
)
、
次

い
で

「
交
通
事
故
」
二
千
九
十

件
、「
一
般
負
傷
」
千
四
十
三
件

で

す
(
表
4
)
。

黯

消
防
局
救
急
防
災
課
容
6
3
-

1
1
1
1

番

事故種別救急出場件数(表4)

主な火災原因( 表2)

火災件数種別( 表1)

24時間、災害に備えています( 中央消防署)

救
助

四

十
人
の
人
命

を
救
助

火
災
や
交
通
事
故
な
ど
で

、

救
助
隊
(
レ
ス
キ
ュ

ー
隊
)
が
出

場
し

た
件
数
は
百
八
十
八
件
、

活
動
件
数
は
五
十
四
件
で
し
た
。

こ

れ
を
前
年
と
比

較
す
る
と

出

場
件

数
で

三
十

九
件
の

減

少
、
活
動
件
数
も
二
十
五
件
減

少
し
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
ご
と
の
救
助
出
場

状
況
を
見
る
と

、
最
も
多
い
の

は
「
火
災
」
の
百
十
六
件
宍

丁

七
%
)
、
次
い
で
「
交
通
事

故
」
の
四
十
一
件
(
二
一
・
八
%
)

で

、
こ

の
二
つ
の
出
場
で

全
体

の
八
三
・
五
%
を
占
め
て
い
ま

す
(
表
3
)
。

救
助
さ
れ
た
人
は
、
一
年
間

で
四
十
人
で
し
た
。

救助出場件数( 表3)

安心して住める街

すてきですね

上
本
郷
飯
高
和
子
さ
ん

南
花
島
高
橋
瞳
さ
ん

火
事
や
事
故
と
い
う
と
、
自
分
だ

ち
と
は
無
関
係
な
こ
と
の
よ
う
に
思

い
や
す
い
の
で
す
が
、
現
実
に
消
防

車
や
救
急
車
は
、
毎
日
の
よ
う
に
活

動
し
て
い

る
ん
で
す
ね
。

い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
か
ら
、
ふ
だ
ん
か
ら
気
を
付
け
、

子
供
に
も
注
意
し
て
い
ま
す
。

子
供
も
お
年
寄
り
も
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
住
め
る
、
そ
ん
な
街
が
す

て

き
で

す
ね
。

歯
を
大
切
に

親

知

ら

ず

時
々
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
親

知
ら
ず
は
抜
い
た
ほ
う
が
良

い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね

ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

親
知
ら
ず
(

学
術
用
語
と

し
て
は
「
智
歯
」
)
は
、
永
久

歯
の
な
か
で

最
も
奥
に

生
え

て
く
る
歯
で
す

。
生
え
て
く

る
時
期
は
二
十
歳
前
後
で

、

一
番
遅
く
生
え
る
歯
で

す
。

昔
で
す
と
、
そ
の
こ
ろ
に
は

親
が
す
で
に
こ
の
世
に
は
い

な
い
と
い

う
こ

と
か
ら

生
ま

れ
た
、
日

本
独
特
の

表
現
で

す
。

、
日
本
人
の
場
合
、
智
歯
が

す
べ
て
の
人
に
生
え
て
く
る

と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。智
歯
が
生
え
て

く
る
場
合

に
は
、
智
歯
が
納
ま
る
た
め

の

十

分

な
ス

う
・
Iス

が
顎

(
あ

ご
)
に

必

要
と

な

り
ま

す
。
し
か
し
現
代
人
は
顎
の

大
き
さ
が
小
さ
く
な
っ
て
き

て
い
る
た
め
、
'ス
ペ
ー
ス
が

不
足
し
て
い

る
場
合
が
少
な

く
な
い
よ
う
で
す

。

こ
の
た
め
、
智
歯
が
生
え

る
の

が
妨
害
さ
れ
た
り
、
傾

斜
し
て
生
え
て
し
ま
っ
て

、

手
前
の
歯
を
押
し
て

痛
み

が

出
た
り
、
手
前
の
歯
と
の
間

に
む
し
歯
を
作
っ
て

し
ま
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
智
歯

の
周
り
の
歯
肉
の
溝
に
深
い

ポ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の

中
で
ば
い

菌
が
繁
殖
し
て

炎

症
を
引
き
起
こ

し
、
は
れ
て

く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

智
歯
の

生
え
て
く
る
場
所

は
一
番
奥
で
す
の
で

、
歯
ブ

ラ
シ
が
届
き
に
く
く
、
不
潔

に
な
り
が
ち
な
の
で

、
む
し

歯
や
周
囲
炎
、
歯
槽
膿
漏
(
の

う
ろ
う
)
な
ど
に
な
り
や
す

い
の
で

す
。

ま
た
囗
が
開
け
に
く
く
な

る
、
顎
の

関
節
が
痛
く
な
る
、

偏
頭
痛
、
肩
凝
り
な
ど
の
症

状
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
る
と
い

わ
れ
て

い

ま
す
。

こ

れ
ら
の
理
由
か
ら
、
智

歯
は
積
極
的
に
抜
歯
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、

智
歯
だ
か
ら
抜
く
と
い
う
の

で
は
な
く
、
智
歯
の
萌
出
(
ほ

う
し

ゅ
つ
)

や

萌
出
位
置
に

問
題

が
あ
る
場
合
に
抜
歯
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。い
ず
れ
に
せ
よ

、
智
歯
が

う
ず
い
た
り
、
痛
ん
だ
り
、

智
歯
の
周
り
が
は
れ
た
り
、

口

が
う
ま
く
開
か
な
い
と
い

う
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
す
ぐ
に
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
に
診
断
し
て

も
ら

い
、
処
置
を
受
け
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)



2月8日から休日・夜間にも

住
民
票
・
戸
籍
の
申
請
が
で
き
ま
す

松戸駅・支所に受付ボックスを設置

市
民
の
皆
さ
ん

が
少
し
で

も

便
利
に
な
る
よ
う
に
と
、
市
で

は

、
松
戸
駅
や

支
所
計
八
ヵ

所

(
表
1
参
照
)
に
「
休
日
夜
間

申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置

し

、
休
日
や
夜
間
で
も
住
民
票

の
写
し
な
ど
の

申
請
が
で

き
る

よ
う
に
し

ま
す
。

住
民
票
の

写
し

、
戸
籍
謄
・

抄
本
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

市
役
所
や
支
所
が
休
み
の
日
や

夜
間
で
も
、
こ
の

ボ
ッ
ク
ス

を

利
用
し
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

利
用
開
始
は
2
月
8
日
側
午
前

9
時
か
ら
で
す
。

利
用
で
き
る
人
は
、
本
人
と

同
一
世
帯
に
属
す
る
人
(
戸
籍

謄
・
抄
本
は
同
籍
者
)
に
限
り

ま
す
。
交
付
に
つ
い
て
は
、
申
請
者

に
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
窓
口

で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

市
民
課

受付ボックスの設置場所( 表1)

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

松戸駅 東西自由通路( 市民ギャラリ

ー中央・下図参照)

常盤平支所

小金原支所

六実支所

馬橋支所 各支所の入口

新松戸支所

矢切支所|

東部支所

小金支所は移転後に設置します。

松戸駅のボックス設置場所

申 請 方 法

1 備え付けの申請書( 住民票・戸籍

謄・抄本) に必要事項をご記入く

ださい。

2 返信用封筒にあなたの住所

・氏名をお書きください。

(返信用封筒はご用意くだ

さい)

3 返信用封筒に切手(62 円)

を張ってください。

(切手がない場合は、現金

をご用意ください)

4 手数料は現金をご用意ください。

住民票の写し1 通200 円

手数料

↓

戸籍謄本1 通400 円

戸籍抄本1 通400 円

5 申請書・返信用封筒・手数料

を備え付けの専用封筒に入れ、

封をしてボックスへ入れてく

ださい。

6 申 請の翌日か休日の翌日に処理

をして、申請者に郵送します。

(お願い)

お釣りがないようにしてください。

3/14 千葉県知事選挙

みんなそろって投票しましょう

任
期
満
了
に
よ
る
千
葉
県
知

事
選
挙
が
、
3
月
1
4日
面
に
行

わ
れ
ま
す
。
今
後
四
年
間
の
県

政
を
託
す
知
事
を
選
ぶ
、
大
切

な
選
挙
で
す
。
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
時
…
3
月
1
4日
収
午

前
7
時
～
午
後
6
時

投

票

で

き

る
人

…
昭

和
4
8
年

3
月
1
5
日

ま
で

に

生

ま

れ

、
平

成
4

年
1
1
1
1

一
月
2
1
日

ま

で

に

転
入

届

を

し

、

引
き

続
き

居

住
し

て

い

る

人

松

戸

市

の
選

挙

人

名

簿
に

登

録

さ

れ
て

い

る

人
で

、

県
内

へ

転

出

二

回

限

り
)
し

た

人

は
、
新
住
所
地
の
市
区
町
村

長
の
発
行
す
る
「
居
住
証
明

書
」
を
提
示
し
、
今
ま
で
の

投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
。

不

在

者

投

票

投
票
日
に

会
社
の
出
張

、
出

産
予
定
、
旅
行
な
ど
や
む
を

得

な
い

事
情
で

、
投
票
日
当
日
に

投
票
で

き
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票

期

間
・
:
2
月
2
2
日

㈲

～
3

月
1
3日
出
(

土
・
日
曜
日

も
投
票
で
き
ま
す
)

投
票
時
間
…
午
前
8
時
3
0分

~
午
後
5
時

投
票
場
所
・
:市
役
所
本
館
二

階
大
会
議
室
(

支
所
で
は
で

き

ま
せ
ん
)

郵

便
投

票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
身
体

に
重
度
の

障
害
が
あ
る
人
は

、

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ

の
場
合

、
選
挙
管
理
委
員

会
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
(

自
署
で

き
る
こ
と

が
条
件
)
。

投
票
方
法
…
投
票
用
紙
と
投

票
用
封
筒
を
請
求

す
る
た
め
の

請
求
書
に
署
名
し

、
郵
便
投
票

証
明
書
と
と
も
に

請
求
し
て
く

だ
さ
い

。
す
で
に

郵
便
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

に

は
事
前
に
お
送
り
し
ま
す
。

請
求
期
限
…
投
票
日
前
四
日

〔
3
月
1
0日
困

〕
ま
で

黯

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

あなたの一票が住みよい街をつくります

(今年の成人式から)

平
成
5
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

内
容
・
:市
政
へ
の
意
見
提
出

の
ほ
か
、
会
議
(
研

修
会
)
・
市

内
公
共
施
設
の
見
学
・
市
議
会

の
傍
聴
な
ど

対
象
…
①
市
内
に
引
き
続
き

一
年
以
上

居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
等
に

登
載
さ
れ
て
い
る
二

十
歳
以
上
の
人

②
国
お
よ

び
地

方
公
共
団

体
等
の
職
員
で
な
い

人

③
市
に
関
係
す
る
役
職
の
委

嘱
を
受
け
て
い
な
い
人

④
市
で
、

ほ
か
の

制
度
の
モ
ニ

タ
ー
に
就

任
し
て
い
な
い
入

平

日
に

開
催

さ
れ
る

会

議

(
研
修
会
)
等
に
、
出
席
が
可

能
な
人

定
員
…
二
十
人

謝
礼
:
薄
謝

任
期
…
4
月
1

日
か
ら
一
年

間圃
3
月
5
日
窗
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
市
政
に
つ
い
て
の

簡
単
な

意
見
・
ま
た
は
モ
ニ

タ
ー
に
応

募
し

た
動
機
と
、
住
所
・
氏
名

(フ
リ

ガ
ナ
)
・
年
齢
・

職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五
松
戸

市
役
所
市
民
相
談
室
へ

市長(右端)を囲んでの懇談会

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
高
校
・
大
学
・
専
修
学

校
な
ど
に

進
学
、
在
学
す
る
学

生
の

保
護
者

融
資
限
度
額
百

五
十
万
円

返
済
期
間
五
年
以

内
(
大
学
、
高
専
は
六
年
以
内
)

利
率
年
五
・
七
%

圃

国
民
金
融
公
庫
松
戸
支
店

(
0
6
7
-
1
1
9
1
番
)
へ



森のホール21

2月１５日から利用受け付けを開始

「

森
の

ホ
ー
ル
2
1
」
(
文
化

会
館
)

の
平

成
6

年
1

月
4

日
以

降
の

一

般

受

け
付

け
を

、
2

月
1
5日

側

か
ら

開

始
し

ま
す

。

蠢
文

化

会
館

開
設
室

申 込 方 法

日 時 会場 貸出施設 予約対象期間

2/15( 月)

午前10時

市役所

議会棟3 階

会議室

大ホール 平成6 年1/4~8/15

小ホール・

レセプショ

ンホール
平成6 年1/4~2/15

2/16C火)以降の

開庁日

午前10時~正午

午後1 時~4時

市役所

新館7 階

文化会館

開設室

大ホール
申込日から起算して18ヵ月

先の当日分まで

小ホール・

レセプショ

ンホール

申込日から起算して12ヵ月

先の当日分まで

※上記以外の施設(リハーサル室・会議室等)の受け付け開始は、10月1日
がらです。

※申し込み多数の場合は抽選となります
。

※電話による申し込みはできません。

音響効果重視の大ホール( 完成予想図)

休 館 日
毎週月曜日

12月29日~1 月3 日

開 館時 間 午前9 時~午後10時

使 用 料( 消費税含まず・単位円)

※
使
用
料
は
、
申
込
日
に
全
額
納
入
し
て
く
だ
さ
い
(
2
/
1
5受
け
付
け
分
は
後
日
納
入
し
て
く
だ
さ
い
)
。

※
施
設
を
利
用
す
る
際
に
入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合
、
営
利
利
用
の
場
合
、
市
外
在
住
者
の
利
用
の
場
合
は
、
割
増
料

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
舞
台
大
道
具
、
楽
器
等
の
利
用
に
は
、
別
途
備
品
使
用
料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
利
用
の
場
合
に
は
、
使
用
料
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

４
右
記
の
施
設
以
外
の
施
設
の
使
用
料
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

使
用
時
間

施
設
名

土
・
日
曜

祝
日
平

日

土
・
日
曜

祝
日
平

日

一
二
、
〇
〇
〇

一
三
、
〇
〇
〇

一
一
、
〇
〇
〇

六
二
、
〇
〇
〇

五
二
、
〇
〇
〇

午
前
9
時
～
正
午

午

前

ニ

ー
、
○
○
○

二
三
、
〇
〇
〇

一
九
、
〇
〇
〇

一
〇
九
、
〇
〇
〇

九
一
、
〇
〇
〇

午
後
1
時
Ｓ
5
時

午

後

二
七
、
〇
〇
〇

三
〇
、
〇
〇
〇

二
五
、
〇
〇
〇

一
四
〇
、
〇
〇
〇

一
一
七
、
〇
〇
〇

午
後
6
時
~
1
0時

夜

間

六
〇
、
〇
〇
〇

六
〇
、
〇
〇
〇

五
〇
、
〇
〇
〇

二
八
一
、
〇
〇
〇

二
三
四
、
〇
〇
〇

午
前
9
時

~
午
後
1
0時

全

日

確
定
申
告
は
お
早
め
に

税務署の出張相談、税理士の

無料相談も行っていますので、

確定申告は、正しく、早めに行

ってください。

松戸税務署登63-1171 番

税務署の出張相談

日 時 会 場

2/9C 火)
午前10時~正午

午後1 時~3 時30分

伊勢円

松戸店

22明卜

24團
午前9 時30分

~11時30分

と

午後1 時

~3 時30分

常盤平

市民

センター

25附~

26廁

新松戸

市民

センター

税理士の無料相談

日 時 会 場

2/16C 火)・17團

午前9 時30分

~11時30分

と

午後1 時

~3 時30分

小金原市民センター

2/18 困 小金市民センター

2/22CI月》~3/5c

※土・日曜日を除く
税理士会松戸支部

2/25陂3/2か 稘 常盤平市民センター

3/2㈲・捐・咄・Ⅲ 新松戸市民センター

市
民
会
館

市

民

劇

場

松

戸
駅
市
民

ギ
ャ

ラ
リ
ー

文
化
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

戸
定
歴
史
館

期 日 内 容 開演時間

2/6 出 松戸市民吹奏楽団定期演奏会 18:00

13出 生涯学習フェスティバルin東葛飾 13 二00

26廁 来生たかおコンサート ☆ 18 二30

※月 曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。

烈]市 民 会館容68-1237~9 番

期 日 内 容 開演時間

2/70 日) みのり台混声合唱発表会 14 二00

12刪 松戸市教職員組合映画会 ☆ 18:30

13田 まんが映画会 ☆ 10:00

18困 健康カラオケコンテスト 18:30

20出 ピフフノ・エレクトーン発表会 17:O(〕

2佃) カワイ楽器アンサンブル発表会 12:45

27(土) ジャズコンサート 13:30

3/6C 土) ピアノリサイタル☆ 19:〔}0

7(日) 倫理文化講演会 ☆ 15:50

※月曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。

固 市民劇場昔68-0070 番

＼ 2/5 廊まで 2/6C 土)~19廁 2/20(二L)~3/5R

東 遠藤晃子展

佐藤楊子

アメリ カン

フラワー 作品 展

藍染と染付磁器展

西
松戸川柳会

川柳作品展

二松學舎大学

月燿会書作展

馬橋墨絵教 室

作 品 展

社会教育課成人教育係S66-7462 番

期 間 内 容

2/3 團~7(日) 子ども県展松戸 地区 展

10(水卜 犒日) 富士百景写真展

23(火)~3/7( 日) 松戸市書道展覧 会

※月曜日は休館。開館時間…午前10時~午後6 時
圜文化ホールS67-7810 番

期 日 時 間 費用対象 会 場

2/5R 午後3 時

~4 時

無

料

3
S
9
歳
く
らい

小金原市民センター

12廊 馬橋市民センター

13(二L)
午前10時30分｀

~11時30分
棯台市民センター

17團

午後3 時

~4 時

図書館本館

18困 稔台市民センター

19廁 古ヶ崎市民センター

25困 小金北市民センター

3/300 図書館本館

4附 東部スポーツパーク

でんわおはなしキャラバンS63-9999 番

醋市立図書館Q65-5115 番

期 間 内 容

3/28 日まで
通常展示

(パリ万 博関 係資料・工芸品などを 展示)

※月曜日は休館。入館時間…午前9 時30分~午
後4 時30分。入館料…大人51円・小中学生20円
固]戸定歴史館Q62-2050 番

平
成
5
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

消
費
者
の

意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ

る
た
め
の
制
度
で
す
。

消
費
者
と
し
て
の

知
識
を
高

め
る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

あ
な
た

も
モ
ニ

タ
ー
に
な
り

ま
せ

ん
か

。

モ

ニ

タ

ー

の

仕

事

1
、
研
修
会
、
市
内
外
施
設
の

勉

学

2
、
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
・

意
見
・
要
望
の

提
出

3
、
計
量
調
査
、
量
目
試
買
検

査
の
実
施

4
、
グ
ル
ー
プ
研
究
(
食
品
添

加
物
の
調
査
な
ど
)

募
集
要
領

対
象
…
市
内
在
住
、
二
十
歳

以
上
で
、
平
日
の
活
動
が
可
能

な
人
・
三
十
人

任
期
…
4
月
1
日
か
ら
一
年

間
謝
礼
・
:年
額
二
万
円
程
度

匣
3
月
5
日
窗
ま
で
に
、
電
話

で
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
へ

消費生活展での活動

E( エコロジー)クッキング活動

さ

わ

や
か
県

政

ふ
れ
あ

い
講

座
3
月
5
日
窗
午
前
1
0時
～
午

後
3

時
1
5分

会
場
東
葛
飾
合

同
庁
舎

内
容
「
高
齢
化
社
会

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
千
葉

商
大
教
授
・
吉
井
弘
氏
、「
施
設

の
現

場
か

ら

見
た

高
齢

者
問

題
」

緑
風
会
理
事
長
・
小
板
橋

和
治
氏

費
用
無
料

定
員
五

十
人
(

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

匣
2

月
2
0日
出
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
「
県

政
ふ
れ
あ
い

講
座
希
望
」
と
記

入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七

東

葛

飾
地

域
県

民
セ
ン

タ

ー

(
登
6
5
-
3
0
0
8
番
)
へ

2
月
は
相
続
登
記
促
進
月
間
で
す
。

相
続
登
記
は
お
早
め
に

圃
千
葉
司
法
書
士
会
松
戸
支
部

昔
6
2
-
1
2
1
5
番



詩

吟
講
習

会

2
月
2
0・
2
7日
の
各
土

曜
日
、

午
後
5

時
～
7

時

会
場
馬
橋

東
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用

無
料

定
員
二
十
人

圜
日
本
国
誠
流
松
戸
国
神
会
・

鈴
木

一`
6
1
-
1
.
0
1
8番

公
民
館
講
座
「
宮
沢
賢
治
入
門
」

2
月
2
0日

出
、
3

月
1
3日
出
午

前
1
0時
~
正
午

会
場
矢
切
公

民
館
内
容
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の

世
界
(
初
日
)
、
銀
河
系
の
か
な

た
へ
(
二
日
目
)

講
師
宮
沢

賢
治
研
究
家
・
佐
藤
栄
二
氏

費
用
テ
キ
ス
ト
代
九
百
五
十
円

(
先
着
二
十
人
に
限
り
無
料
)

匣
2

月
1
6日
㈹
ま
で

に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
7
1

松
戸
市
上

矢
切
二
九
九
-

一
矢

切
公
民
館
(
G
6
8
-
1
2
1
4

番
)
へ

と

も
し

び
読

書
会

2
月
1
8日
團
午
前
1
0時
~
正

午

会
揚
市
民
劇
場

費
用
月

七
百
円
(

初
回
の
み
三
百
円
)

テ
キ
ス
ト
宮
本
輝
「
錦
繍
」

蠢
大
黒
｀
4
4
-
2
8
7
7
番

き

も

の

着

付

講

習

2

月
1
4

・
2
1

・
2
8
日

、
3

月

7

・
2
1

・
2
8
日

、
4

月
4

・
1
8
・

2
5
日

の

各

日

曜

日

、

午

前

の

部

(
午

前
1
0
時
~

正

午
)

、

午

後

の

部
(

午

後
1

時

～
3

時
)

、

各

十

五

人

会

場

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

全

九

回

で

七

千

五

百

円

圜

小

金

原

文

化

の

会

・

安

達

四

4
3
1
a
‥
)
(
χ
‥
)
(
‥
)り
(χ
)番

市

民

大

学

講

座

「

暮

ら

し

と

経

済

」

3

月
1
6

・
2
3

・
3
0
日

の

各

火

曜

日
(

全

三

回
)

、

午

前
1
0

時
~

正

午

会

場

市

民

劇

場

費

用

無

料

定

員

五

十

人

内

容

バ

ブ

ル

と

は

何

だ

っ

た

の

か

、

景

気

回

復

は

い

つ

か

講

師

麗

澤

大

学

国

際

経

済

学

部

教

授

・

鈴

木

幸

夫

氏

、

同

・

成

相

修

氏

圃

電

話

で

社

会

教

育

課

成

人

教

育

係

一`
6
6
-
7
4
6
2

番

へ

生

け
花

一
日

体
験

入
門

2
月
2
6日

窗
午
前
1
0時
~
午

後
1

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
二
千
円
(

材
料

費
含
む
)

内
容
桃
の
節
句
の

花憇
活
け
花
サ
ー
ク
ル
さ
ぐ
ら
会
・

川
本
四
8
5
-
5
3
8
0
番

健
康

カ
ラ

オ

ケ
コ

ン
テ

ス
ト

2
月
1
8日
困
午
後
6

時
開
場

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

熈
健
康
カ
ラ

オ
ヶ
普
及
会
・
冨

永
・
1
4
1
-
3
6
2
3番

甲
種

防
火
管

理

講
習

会

2
月
2
3日
㈹
・
2
4日

㈲
、
午

前
9

時
3
0分
~

午
後
5

時
(
3
0

分
前
か

ら
受
け
付
け
ま
す
)
会

場
消
防
局

定
員
先
着
百
五
十

人

費
用
四
千
円

圉
2

月
8

日
㈲
~
1
7日
困
の
間

に
消
防
局
予
防
課
(
f
t
6
3
-
1
1

1
1

番
)
ま
た
は
各
消
防
署
へ

市

民

講
座

「
指

揮
者

が
語

る

や
さ
し

い
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
」

2
月
2
8日
㈲
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

会
議
室

講
師
新
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
合
奏
団
指
揮
者
・
早
川
正

昭
氏

定
員
先
着
百
人

費
用

無
料
匣

電
話
で
市
立
図
書
館
｀
6
5
-

叭
リ
1
1
Q
.
)
番
へ

松
戸

史
談
会

・
流

山
加

村
河

岸
史
跡

め

ぐ
り

2
月
1
4日
㈲
午
前
1
0時
、
J

R
武
蔵
野
線
三
郷
駅
前
集
合
〔
雨

天
時
は
2
1日
㈲
〕

費
用
三
百

円
(

資
料
代
)

行
程
流
山
七

福
神
の
う
ち
流
山
寺
周
辺
、
赤

城
神
社
、
近
藤
勇
陣
屋
跡
な
ど

の
史
跡
探
訪
、
徒
歩
約
八
㌔
、

所
要
時
間
約
五
時
間
三
十
分

※
昼
食
は
各
自
持
参

圉
当
日

現
地
で

蠢
松
戸
史
談
会
・
神
尾
四
4
1
1

2
4
5
8

番

リ

サ

イ
ク

ル

・
ペ

ー
パ

ー
・

フ
ェ

ア

2
月
1
1日
團
～
1
5日
側
、
午

前
1
0時
~
午
後
7

時
(
最
終
日

は
午
後
4

時
ま
で
)

会
場
伊

勢
丹
松
戸
店
十
階
催
物
場

内

容
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

の

パ
ネ
ル
展
示
、
体
験
コ

ー
ナ

ー
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

黷

ご
み
を
減
ら

す
課

野

鳥

観
察
会

「
江
戸

川
」

2
月
1
4日
㈲
午
前
8

時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
前

1
1
1
1

一
時
3
0分
現
地
解
散

観
察
場

所
流
山
市
と
の

市
境
付
近

持

ち

物
筆
記
具
・
観
察
用
具
な
ど

※
往
復
は
バ
ス
を
利
用

黯

助
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
(
市
役
所
内
)

き

の

こ
(

し

い

た

け
)

教

室

2
月
7

日

囲

午
前
1
0
時
~

午

後
2

時
(
小
雨

決
行
)

会

場

船

橋
県

民

の

森

講
師

鈴

木
正

司

氏
費
用
四
百
円
（
し
い
た
け

原

木

一
本

持

ち
帰

り
)

持

ち

物
昼

食

・

手

袋

圉
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
4
船

橋
市

大

神

保
五

八

六

上

一
船

橋

県

民

の

森

管
理

事

務

所
(

・
一一
〇

4
7
4
-
5
7
-

‘
4
0
9
4

番
)

へ講

演

会

「

物

価

と

貯

蓄

」

2

月
1
2
日

廊

午

後
2

時
~
3

時
3
0
分

会

場

市

民

劇
場

講

師

経

済
評

論

家

・

笹
淵

金

二

氏

圉

電

話
で

消

費

生

活
課

消

費

生

活

係

こ

ど

も

健

全

育

成

指

導

者

聾

成

講

座

3

月
1

日

側

～
1
7
日

團

の

間

の
六

日

間

、
。午

前
1
0
時
～

正

午

会

場

婦
人

会

館

費
用

無

料

固

こ

ど
も

課

管

理
係

「
生
活
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」

生

涯

学

習

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

i
n
東
葛
飾

2
月
1
3
日

出

午

後
1

時
~
4

時
3
0
分

会
場

市

民

会

館

費

用
無
料
内
容
手
づ
く
り
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
と
作
品

の

展

示

固
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
東
葛
飾
実
行
委
員
会
(
社
会

教

育

課
内
)
G
6
6
-
7
4
6
2

番

婚
前
・
新
婚
学
級
ー
素
敵
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー

対
象
未
婚
お
よ
び
新
婚
の
人

(
一
人
で
も
受
講
で

き
ま
す
)

惠
2

月
1
2日
窗
ま
で
に

、
電
話

で
健
康
管
理
課
小
金
方
面
保
健

室
へ

期 日 時間 内 容 会場

2/150月)

午
後
６
時
３
０
分
～
８
時
３
０
分

オリエンテーション、自己紹介

※血圧・尿検査が無料で受けられ

ます。

勤

労

会

館

22(月)

結婚って、親になるってどんなこ

と?

教育心理劇研究センター所長・
臨床心理士 時田光人氏

3/11 月)

気がついてからでは遅すぎる妊娠・
出産の心得 医師・堀口雅子氏

※血液検査( 貧血・梅毒・風疹抗体
価など)を有料で実施します。

8(月)

幸せな家庭設計のために

保健婦
※検査結果をお知らせします。

15(月)
料理教室~楽しく作ろう~

栄養士・橋本園子氏
婦

人

会

館

22(月)
いきいきとした暮らしのために

劇団民藝俳優 斎藤美和氏
勤

労

会

館

催

し

物

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

人口と世帯(1 月1日現在)

○人口462.153 人(-14)

男235,243 人(+13)

女226,91 〔〕人( ―27)

○世帯169, 〔〕8〔〕(-7)

囗
は
前
月
比

ス
ポ
ー
ツ

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

ラ

グ

ビ

ー

チ

ト

ム

、

テ

ィ

ー

チ

ャ

ー

ズ
&
イ
ー
ス
タ
ン
と
の
交
流

試

合

が

行

わ

れ

ま

す

2

月
一
‥
1
1

一
日

團

、
1
3
日

出

、

午

後
2

時
～
3

時
1
5
分

会

場

自

衛

隊

松
戸

駐

屯

地

グ
ラ

ウ
ン

ド

（
元
山
)

圜

㈱
松

戸

市

国

際

交

流

協

会

(
秘

書
課

内
)

雪

に

親

し

む

会

3

月
2
5
日

團

午

後
1
0
時

伊

勢

丹

松
戸

店
前

集

合

、
2
8
日

囲

午

後
1
0
時

帰

着

会
揚

山

形

蔵
王

ス

キ

ー
場

費

用
大

人

四
万

二

千

円

、

子

供

示

学
生

ま
で
)
四

万

円
(

バ
ス

代

・

宿
泊

代

・
保

険

料
)

定

員

先

着
三

十

八

人

（
子
供
だ
け
の
参
加
は
小
学
四

年
生
以
上
）

葱

松

戸

市

ス

キ

ー

連
盟

・

高

橋

・一一
6
2↓
1
8
0
0

番

新
春

マ
ラ

ソ

ン
大
会

2
月
1
4日
面
午
前
9
時
3
0分

ス
タ
ー
ト

〔
雨
天
の

場
合
は
2
1

日
面
に
延
期
〕

会
場
新
松
戸

南
小
学
校

種
目
①
小
学
校
一

～
三
年
生
の
男
女
(
親
子
同
伴
)

各
一
㌔
②
小
学
校
四
⊥
(
年
生

の
男
女
各
三
㌔
③
中
学
生
の
男

女
各
五
㌔
費
用
無
料

圉

当
日

、
午
前
8

時
~
9

時
ま

で

会
場
で

黯
青
少
年
相
談
員
・
野
村

公
4
4

1
7
5
0
3

番

健
康

体
操

指
導

者
講

習
会

2
月
1
3日
出
・
2
0日
出
・
2
7

日
出
、
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
運
動
公
園
小
体
育
室
対
象

明
る
い

県
民
づ
く
り
推
進
員
、

健
康
づ
く
り
グ
ル

ー
プ
指
導
員

を
目
指
す
人

内
容
リ

ズ
ム
ダ

ン
ス
の

基
本
お
よ
び
応
用

定

員
七
十
人

費
用
無
料

匣
2

月
1
0日
圉
ま
で
に
、
電
話

で
ス

ポ
ー
ツ
課
・
1
6
3
-
9
2
4

1

番
へ

卓

球
教

室

2
月
2
1日
面

、
3
月
7
日
㈲
、

午
前
9
時
～
午
後
1
時

会
場

小
金
原
体
育
館

費
用
二
百
円

(
保
険
料
)

匣
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
松
丸
四
4
3

1
6
6
0
8

番

グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
教
室

2
月
2
1日
㈲
午
前
9

時
~
正

午

会
揚
新
松
戸
西
小
学
校

費
用
無
料

圉
当
日

会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
木
下

｀
4
5

1
3
4
2
9

番

バ

ド
ミ

ン
ト

ン
教

室

2
月
2
1日
㈲
・
2
8日

㈲
、
午

前
9

時
~

午
後
1

時

会
場
高

木
第
二
小

体
育
館

費
用
百
円

(
保
険
料
)

当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
野
中

酋
8
7

-
4
4
3
8

番

市

民

バ

ド
ミ
ン

ト

ン
大
会

(
ダ
ブ

ル

ス
)
戦

2
月
2
1日
㈲
午
前
9
時
~

午

後
5

時

会
場
運
動
公
園
体
育

館

種
目
男
女
共
一
部
~
四

部

参
加

料
登
録
者
一
人
千
二
百
円

未
登
録
者
一
人
千
五
百
円

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

惠
2
月
1
2
日
廊
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
0
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
-

八
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
長
谷
川

(
酋
4
1
-
7
9
2
5
番
)
へ

広
報
ま
つ
ど

税

特

集

号

を

2
月
1
0
日

伽

に
発
行
し
ま
す

まつど

今昔

写真館

松戸駅

上空から見た松戸駅(昭和39年)

朝
の
松
戸
駅
ホ
ー
ム
(
昭
和
3
6年
)

松戸駅は明治29年、常磐線( 当

時は日本鉄道㈱海岸線) の開通と

同時に開設された市内で最も古い

駅です。

JR と新京成が乗り入れている

松戸の表玄関松戸駅の変遷をご紹

介します。



ご参加ください 情報
平

成
5

年
度

千
葉

県
消

費
生

活

改
善

推

進
員

を
募

集

対

象
千
葉
県
内
に
居
住
す
る

二
十
歳
以
上
の
人

任
期
4
月

1
日
か
ら
二

年
間

謝
礼
年
間

七
千
五
百
円
程
度

圉
指
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、

2
月
2
6日

窗
必
着
で

〒
2
6
0
-
9
1

千
葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
4
0号

千
葉
県
企
画
部
県
民
生
活
課
消

費
者
行
政
係
(
・
。
0
4
3
-
2
2
3
-
2

2
9
6

番
)
へ

※
申
込
用
紙
は
、
保
健
所
、
市

役
所
消
費
生
活
課
に

あ
り
ま

す
。

戦
後

強
制

抑
留

者
に

慰
労

品

と
慰

労
金

戦
後
、
旧
ソ

連
・
モ
ン
ゴ
ル

地
域
で

強
制
抑
留
さ
れ
た
人
や

遺
族
に
、
慰
労
品
(
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
と
銀
杯
)

を
m

呈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
で

年
金

恩
給
や
公
務
員
の
共

済
年
金
な

ど
を
受
給
し
て
い
な
い
場
合
は
、

慰
労
金
（
十
万
円
)
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
請
求
期
限
3
月
3
1日
困

※
請
求
書
類
は
市
援
護
課
ま
で

蠢
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
四

0
3
1
3
9
4
5
-
4
7
0
3

番

は

り
・
き

ゅ
う

・

マ
ッ
サ

ー

ジ
の

施
術

を
奉

仕
し

ま
す

2
月
2
8日
㈲
午
前
9

時
3
0分

か
ら
会
場
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン

タ
上

総
合
福
祉
会
館
内
)

費
用
無
料

匣
2

月
1
5日
㈲

必
着
で
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
施
術
の
種

類
・
保
険
の
種
類
を
記
入

し
、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
-

一
松
戸
市
総
合
福
祉
会
館
内
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
一
人
ハ
ガ
キ
一
枚
の
み

周一
松
戸

市
視
覚
障
害
者
協
会
・

佐
倉
四
8
7
-
3
4
2
9
番

商
工

会
議

所
「

な
ん
で

も

相

談
日

」

2
月
7

日
面
午
前
1
0時
～
午

後
3
時

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店

内

相
談
内
容
法
律
、
税
金
、

相
続
、
登
記
、
年
金
、
教
育
、

不
動
産
売
買
、
住
宅
設
計
、
イ

ン
テ
リ
ア
な
ど

担
当
者
弁
護

士
、
税
理
士
、
司
法
書
士

、
社

会
保
険
労
務
士
、
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
、
一
級
建
築
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
学
習
塾
教
師

ほ
か

費
用
無
料

憖
一
松
戸
商
工

会
議
所

酋
6
4
-
3

1
1
1

番

お
知
ら
せ

母
子

家
庭

巡
回

相

談
会

2
月
8
日
㈲
午
後
1
時
3
0分

~
3

時
3
0分

会
場
小
金
市
民

セ
ン

タ
ー

福
祉
事
務
所

お
は

な
し

キ
ャ

ラ

バ
ン
職

員

募

集募
集
内
容
人
形
劇
・
紙
芝
居

な
ど
の

製
作
・
公
演
の
で
き
る

人
若
干
名
(

十
八
~
四
十
歳
ま

で
の
女

性
)

待
遇
週
休
二
日

、

賞
与
・
交
通
費
支
給
、
社
会
保

険
あ
り

面
接
日

時
2
月
2
0日

出
午
後
1
時
か
ら

惠
2

月
1
9日

窗
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
履
歴
書
(

写
真

添
付
)

と
作
文
(
教
育
に
果
た

す
お
は
な
し
の
役
割
に
つ
い
て

・
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚
)

を
、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸

南
二

上

一
剛
松
戸
市
お
は
な
し

キ
ャ

ラ
バ
ン
(
酋
‥一一一
-
3
0
3
7

番
)

へ

じ

ゃ

が
い
も

農
園

オ

ー
ナ
ー

募
集自
分
で
収
穫
し
て

、
新
鮮
な

じ
ゃ
が
い
も
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
期
間
種
芋
の
植
え
付

け
(

二
月
下

旬
～
収
穫
六
月
下

旬
)

場
所
下
矢
切

費
用
一

区
画
（
十
平
方
㍍
)
三
千
円

予
想
収
穫
量
十
六
㌔
程
度

惠
2
月
2
5日
困
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
区
画
数
を
記
入
し
、
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五
松

戸

市
役
所
農
政
課
内
都
市
農
業

振
興
協
議
会
じ
ゃ
が
い
も
係
へ

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
会
員
募
集

対
象
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ

り
、
自
分
の
経
験
や
能
力
を
生

か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
六
十

歳
以
上
の
未
就
労
の
人

写
真
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
午

前
9
時
~
午
後
4
時
の
間
に
左

表
の
各
施
設
へ

※
会
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

自
衛
官
募
集

募
集
区
分
二
等
陸
・
海
・
空

士

資
格
日
本
国
籍
を
持
ヨ

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の

男
子

給
与
初
任
給
月
額
十
五

万
一
千
八
百
円
(
人
事
院
の
給

与
改
定
に
合
わ
せ
て
額
が
改
定

さ
れ
ま
す
)

※
衣
食
住
は
、
無
料
支
給
ま
た

は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

蠢
総
務
部
庶
務
課
ま
た
は
自
衛

隊
松
戸
募
集
案
内
所
・
1
8
9
-
6

5
4
0
番
へ

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
さ
わ
や
か
」

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
~
2

時
3
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
常
盤
平
体
育
館

費
用
年
三
千
六
百
円
(
保
険
料

含
む
)

対
象
六
十
歳
く
ら
い

ま
で
の
人

圃
2
月
1
5日
囲
ま
で
に
、
電
話

で

細
谷

酋
8
4
-
7
9
3
7
番
へ

平
成
5
年
度

中
学
校
給
食
六
校
開
始
に
伴
う
食
材
業
者
の
募
集

現
在
松
戸
市
で
は
、
六
校
の

中
学
校
で
弁
当
併
用
に
よ
る
選

択
メ
ニ
ュ
ー
給
食
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
新
た
に
下
表
の

六
校
で
給
食
を
開
始
し
ま
す
。

給
食
実
施
校
で
は
安
価
で
良

質
な
食
材
を
、
一
定
の
条
件
の

中
で
安
定
的
に
納
入
で
き
る
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

惠
2
月
1
9日
面
ま
で
に
、
直
接

下
表
の
各
中
学
校
へ

黯
保
健
体
育
課
四
6
6
-
7
4
5

9
番

学 校 名 住 所 電 話

第 五 中 学 校 松戸市高塚新田380 91-2110
第 六 中 学 校 ノノ 干駄J81341 43-1208
根木内中学校 ノノ 小金原伺0 43-1268
金ヶ作中学校 刀 金ヶ作341-15 8∠1-3171

新松戸北中学校 ノノ 新松戸5-179 44-6911

旭 町 中 学 校 ノノ 旭501-150 42-3651

地 区 名 受 付 場 所 電 話

松 戸 地 区 な が い き 課 66-1111

矢 切 地 区 矢切 老人 福 祉センタ ー 68-1241

東 部 地 区 東部 老人 福 祉センタ ー 92-3701

馬 橋 地 区

馬 橋 市 民 セ ン タ ー 42-9690

馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー 46-2055

常 盤 平 地 区 常盤平老人福祉センター 閲-0201

小 金・小金原地区 小金原老人福祉センター 44-8270

新 松 戸 地 区 新 松 戸 市 民 セ ン タ ー 43-6500

五 香 六 実 地 区 生 き がい 福 祉 事 業 団 8∠5-3191

黯生きがい福祉事業団S84-3191 番

保
健
衛
生

麻

し

ん

予

防

接

種

対

象

生

後
十

二

ヵ

月
～

七

十

二

ヵ

月

未
満

申

し

込
み

を

す

る
人

麻

し
ん

の

予

防

接
種

を

受

け
て

い

な
い

人
で

、

問
診

票

を

持

っ
て

い
な

い

人

申
し

込

ま

な

く

て

よ
い

人

平

成
3

年
1
9一
月

―
日

～
4

年
1

月
3
1
日

生

ま
れ

の
人

で

、
1
9一
月

末

ま
で

に

住
民

登

録

を
し

て

い

る
人

は

、
2

月

上

旬
に

直
接

問

診
票

を

郵

送
し

ま

す

。

M
M
R
(

麻

し

ん

・

お

た

ふ

く

か

ぜ

・

風

し

ん
)
、
お

た

ふ

く

か

ぜ

予

防

接

種
(

希

望

接

種
)対

象
生

後
十

八

ヵ

月
~

七

十

二
ヵ

月

未

満

申

し

込

み
を

す

る
人
M
M
R
=

麻
し

ん

未

接

種

者
で

、
M
M
R

の

接
種

を

希

望

し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い

人
。
お
た
ふ
く
か
ぜ
=
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で
、

お
た
ふ

く
か
ぜ
の
単
独
接
種
を

希
望
し

、
問
診
票
を
持

っ
て
い

な
い
人

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
、
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人

は
、
M
M
R

の

予
防
接
種
は
で
き
ま
せ

ん
。

ハガキ申し込み要領
周一
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

三
歳
児
健
康
診
査

2
月
9
日
㈹
・
1
7日
困
・
2
3

日
㈹

場
所
松
戸
保
健
所

該
当
し
て
い
て
健
康
診
査
票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ
キ

で
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松
戸

保
健
所
三
歳
児
健
診
係
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ハガキ要領
黯
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
四

6
1
1
n
乙
1
(乙
1
番

原
爆
被
爆

者
二
世
の
健
康
診
断

対
象
両
親
ま
た
は
両
親
の
ど

ち
ら
か
が
被
爆
者
で

受
診
希
望

の
人

実

施
期
間
3

月
1
0日
困

ま
で
惠
2
月
1
5
日
囲
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
健
康
診
断
希
望
と
書
き
、

住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
・

被
爆
者
(

両
親
・
父
・

母
)

を
記
入
し
、
〒
2
6
0
-
肌
千

葉
市
中
央
区
市
場
町
一
-

一
千

葉
県
衛
生
部
保
健
予
防
課
防
疫

結
核
係
(

四
0
4
3
-
2
2
3
-
2
6
0

8
番
)
へ

愛の献血

期 日 会場 時 間 主 催

2/6

山

松戸駅

東口

午前10時~
11時30分
と

午後q 時~
4 時

松戸市

14

(日)

ダイエー

新松戸店前

午前10時

S
午後4 時

松戸東

ライオンズ

クラブ

18

困

松戸

市役所
松戸市

健康管理課業務係

2 月は、千葉県献血推進強調月間です

昭
和
2
8年
の
松
戸
駅

(
伊
藤
さ
ん
提
供
)

昭
和
4
8年
の
松
戸
駅
。
常
磐
線
が
複
々

線
に
な
っ
た
昭
和
4
6年
に

、
駅
舎
が
新

築
さ
れ
ま
し
た

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

待機病院(毎日)・午後5時~午前9時
テレホンサービス……………………Q66-0010 番

緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時
テレホンサービス……………………O66-0010 番

休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11時

衛生会館内……………………………O65-3430 番

市役所 ・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支所(85)0113

●馬 橋 支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部支 所(92)3061



この数なあに?

゛6.4 ″

街
を
冷
た
い
北
風
が
吹
き
抜

け
ま
す
。
街
路
樹
の
姿
も
寒
々

し
く
、
家
路
を
急
ぐ
人
々
も
足

早
に
な
り
が
ち
な
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

市
の
消
防
局
で
は
、
毎
日
の

気
象
状
況
を
観
測
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
4
年
の
年
間
平
均
気

温
は
一
五
・
九
度
。
2
月
は
、

平
均
気
温
が
六
・
四
度
、
最
低

気
温
の
平
均
は
〇
・
三
度
で
し

た
。一
年
間
で
最
も
気
温
が
低
い

の
は
1
月
で
、
最
低
気
温
の
平

均
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
四
度
。

2
月
の
方
が
寒
い
印
象
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
意
外

な
気
も
し
ま
す
。
風
な
ど
の
影

響
も
あ
っ
て

、
体
感
気
温
と
実

際
の
気
温
は
必
ず
し

も
一
致
し

な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
世
界
の

最
低
気
温

は

、
一
九
八
三
年
に

南
極
の
ボ

ス
ト

ー
ク
基
地
で

観
測
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ス
ハ

九
・
二
度
。

寒
い
と
は
い

っ
て

も
、
日
本

の

冬
の
過
ご
し

や
す
さ

が
実
感

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
寒
さ

に
負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

春
は
も
う
、
す
ぐ
そ
こ

ま
で
来

て
い
ま
す
。

レ

ー
ス
直
前
、
大
き
く
の
し

か
か
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
。「
こ

の

ま
ま
逃
げ
て
し
ま
い

た
い
」
一

瞬
頭
を
よ

ぎ
る
邪
念
。
ス
タ
ー

ト
の
シ
グ
ナ
ル

。「
勝
つ
し
か
な

い
」
沸
き
起
こ

る
闘
志
。

宇
川
さ
ん
は
、
二
輪
の
国
際

A
級
ラ
イ

ダ
ー
。
現
在
、
H
R

C
(
ホ
ン

ダ

ー
レ
ー
シ
ン

グ

ー

コ

ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
)

の
契
約

ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
、
2
5
0
Eク
ラ

ス
で

の
日

本
一

速
い
男
を
目
指

す
。千
駄
堀
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
内
で

「
ポ
ケ
バ
イ
」
に
乗
っ
て

感
動

し
た
の
が
十
歳
の
こ

ろ
。
そ
の

後
中
学
時
代
は
「
ミ
ニ

バ
イ

ク
」

レ

ー
ス
に

参
加
、
卒
業
す
る
と

本
格
的
に
レ

ー
ス
を
す
る
た
め

に
単
身
九
州
に
渡
っ

た
。

「
自
分
に
は
こ
の

世
界
し
か

な
い

。
プ
ロ
の
レ

ー
サ

ー
に
な

る
ん
だ
」
と
、
そ
の
と
き
心
に

誓
っ
た
。

高
校
に

通
い
な
が
ら
の
レ

ー

ス
活
動
。
高
校
一
年
生
で
S
P

2
5
0
c
c
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

つ

ら
い
時
期
も
あ
っ
た

。
9
0

年
6

月
、
練
習
中
に

転
倒

。
約

一
月
半
の

ブ
ラ
ン
ク
。
練
習
を

再
開
し
て
も
自
分
の

走
り
が
で

き
な
い

。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
心
は
悪
い
方
へ
…
。「
あ
き
ら

め
た
ら
終
わ
り
だ
」
自
分
に
そ

う
言
い

聞
か
せ
た
。

そ
の
後
、
ア
マ
チ

ュ
ア
レ

ー

ス
の
最
高
峰
、
鈴
鹿
四

時
間
耐

久
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
で

優
勝

。
自

分
の
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
す

。

9
1年
に

は
、
国
内

Ａ
級
G
P
2
5
0
c
c
で
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
獲
得
し
、
国
際
A
級
へ
昇

格
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
H
R

C
と
契
約
、
プ
ロ
と
し
て
の

デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。

プ
ロ
二

年
目
。「
今
年
が
勝
負

の
年
。
自
分
を
支
え
て

く
れ
て

い

る
人
た
ち
の
た
め
に
も
勝
ち

た
い

」
と
、
十
九
歳
の

純
粋
な

目
で

語
る
。

3
月
1
3日
か
ら
始
ま
る
全
日

本
ロ

ー
ド
レ

ー
ス

選

手

権
大

会
。
「
納
得
の
い

く
乗
り
方
で
、

納

得
の
い

く
レ

ー
ス

を
す

れ

ば
、
結
果
は
付
い
て

く
る
」
と

、

日
本
一
速
い
男
に
向
け
て

、
ゼ

ッ
ケ
ン
1
3
番
宇
川
は
今
、
練
習

に
余
念
が
な
い
。
(
常
盤
平
在
住
)

HRC 所属

国際A 級ライダー

宇川徹さん

華
麗
な
宇
川
さ
ん
の
走
り

誰よりも速く、前へ

あなたの撮ったスナップ写真( 街の話題・

身近な出来事など) をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

固広報課

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

全国選

抜口ーラースケートロードレース
小学生高学年の部優勝

練
習
に
熱
が
入
り
ま
す

スケートという言葉

からは、氷の上で行う

スポーツの印象を受け

ますが、ローラースケ

一卜 でもフフイススケート と同じように、ホッケー

やスピード スケート の競技が行われています。

1月10 日、風巻草太くんが、静岡県掛川市つま

恋で行われた全国ローラースケート ・ロードレ ー

ス(小学生の部・3,000m) に、5 分38 秒15のタイム

で優勝しました。

ローラースケート の魅力は、1 年中できること

とスピ ード 感。幼稚園児から大人まで、だれでも

できる楽しいスポーツです。

※ローラースケート に興味のある人は、松戸クラ

ブファイブ・風巻容64-6380番へ

相模台小学校6 年

風巻草太くん

練
習
は
つ
ら
い
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
優
勝

で
き
て
よ
か
つ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

よ
り
も
ホ
ッ
ケ
ー
の
方

方
お
も
し
ろ
い
け
ど
、

優
勝
で
き
た
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
ら
の
丸
木
舟
が
手
賀
沼
に
浮
か
ん
だ
！

ようやく完成した丸木舟

常盤平第一小学校の校門脇に、開校以来生えていたヒマラヤ杉

が、平成3年、立ち枯れてしまいました。危険なので伐採するこ

とになりましたが、ちようどそのころ同校で市の社会教育課主催

による「原始技術体験教室」が開かれており、このヒマラヤ杉を

使って親子で丸木舟を作ることになりました。

直径約lm 、長さ3m のヒマラヤ杉を、ナタとノミとカンナだ

けでくり抜く作業は重労働。最初は一生懸命手伝っていた子ども

たちもあきらめかけたことも…。昨年竹月、プールで浮がぶこと

を確認した後、12月23日に手賀沼で待望の進水式。

自分たちが作った丸木舟に乗った子どもたちは大はしやぎ。そ

れを見守るお父さんたちの表情も、満足感にあふれているように

見えました。

思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
変
で

し
た
ね
。
な
か
な
か
舟
の
形
が

見
え
て
こ
な
く
て
…
。

で
も
、
作
っ
て
み
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

も
、
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
た
し
。

作
業
の
つ
ら
さ
も
、
今
は
、

と
て
も
い
い
思
い
出
で
す
。 常盤平

遠藤 宣彦さん
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